
ヘロドトス 『歴史』 第 4巻に出て来る

スキタイ語の印欧語的分析

吉 田 育 馬

Ⅰ. 本稿の目的

スキタイ語は紀元前 8世紀より現在のウクライナ, 南ロシアで活躍した, 史上最初期の遊牧騎馬民族(1)

で, インド・ヨーロッパ語族 (印欧語族) イラン語派に所属するとされるスキタイ人 (希������, 羅

Scythae) の言語である｡ この言語で記された碑文は, ヒッタイト象
しょう

形
けい

文
も

字
じ
(2) で記された極

ごく

僅
わず

かのもの

がひょっとしてそれではないかとも考えられているが, この不確かなものを除けば, 碑文等の直接記録

は一切なく, アッシリア語の楔形文字粘土板碑文やアカイメネース朝ペルシャ(3) (紀元前 550～紀元前

330) の古代ペルシャ語の楔形文字記録とヘロドトス 『歴史』 (希 ’��	
����) に出て来る固有名詞 (人名,

神名, 地名) やスキタイ特有の物産名にその痕跡を残すのみである｡ 本稿ではこのうちヘロドトス 『歴

史』, その中でもとりわけ第 4巻に出て来る固有名詞にスポットをあて, それを印欧比較言語学によって

形態論的分析をおこなったうえで, インド・イラン語派としてのスキタイ語の特徴を描き出してみたい｡

Ⅱ. ヘロドトス 『歴史』 に出て来るスキタイ語の固有名詞

ここではヘロドトス 『歴史』 に出て来るスキタイ語の固有名詞を語幹毎
ごと

に分類し, 印欧語的分析を行

なってみる｡ 結果は以下の通りである｡
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( 1 ) これ以前に同じ地域で, 恐らくイラン系と目されるキンメリア人 (希������
�) がいた｡ この民族はアッ

シリアの楔形文字粘土板碑文にも出て来る他, ホメーロスの 『オデュッセイア』 にも黒海北方の謎の民族とし

て出て来る｡

( 2 ) 印欧語族アナトリア語派ルウィ語群に属する象形文字ルウィ語を記しているが, 名称としてはこう呼ばれる｡

トルコ南東部やそれに隣接するシリアから碑文は出土する｡ 同じ語派にヒッタイト語が所属し, ルウィ語群に

はギリシャ時代にギリシャ文字系のアルファベットで記された 200～300枚の碑文によって知られるリュキア

語 (紀元前 5～紀元前 4世紀) がある｡

( 3 ) ギリシャ語文献での����������からだが, 古代ペルシャ語の Hax�amani�s (原義 ｢友としての心を持つ｣) の

古代ギリシャ語イオニア方言的音写｡



�. o-語幹 (英 o-stem)

��������	
�(スキタイの ’������ 原義 ｢生き物に富める神｣) Hdt. 4.59

�前分〉 ������

←ス キ タ イ 語 �gai�a-

(古代ペルシャ語 gai��am-c�a
(4) f. acc. sg. (Behistun大碑文第一欄) ｢そして家畜を｣)

(山中 2008：93, Kent 1953：27�28, 35�36)

＜印 欧 祖 語 �gwoiH3-t-H2-o-s (o階梯)

～ �gwiH3-g
w-�o-s (零階梯)《部分畳

じょう

音
おん

形
けい

》

＞ラ テ ン 語 v�vos＞v�vus

英 語 quick

�後分〉 -��	
�

←ス キ タ イ 語 �s�ura- ｢富んでいる, 富める｣

(アヴェスタ語 s�ura-)

�����
�(5) (原義 ｢浄められた者｣) Hdt. 4.76 [3×]

←ス キ タ イ 語 �sauliya-

�sau�iya-(6)

＜イ ラ ン 祖 語 �saudiya-

＜インド・イラン祖語 ��saudhiya-

＞梵 語 �s�odhiya- ｢浄められた｣

(�������������2006 � !"#$%&'()&'%*+$,'-)

.�/�0��1234(スキタイの5
�6�27��) Hdt. 4.59

8
	����7�94(現:�;<=/Dnjepr川 原義 ｢広い場所｣) Hdt. 4.5, 18 [3×], 24, 45, 47, 53 [3×], 54

[2×], 56 [2×], 81, 101

�後分〉 -��7�9�

←ス キ タ イ 語 �st�ana- (古代ペルシャ語 st�ana- ｢場所｣)

＜印 欧 祖 語 �steH2-no-

cf.ラ テ ン 語 st�o, st�are ｢立つ｣
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( 4 ) 印欧祖語時代の後舌母音�oの前なので, �gwは硬口蓋化 (英 palatalization) を起こさず, gとなった｡ 印欧祖語時代の

前舌母音�i, �eと半母音�jの前では硬口蓋化を起こし, j /d�/となった (Kent 1953：27)｡ ラテン語の v�ve (imper. 2 sg.)

｢生きろ｣ に対応する古代ペルシャ語形は j�v�a (Behistun V. 19�20, 35) であり, これは印欧祖語の�gw
�H3-w-eに遡

さかのぼ

った｡

( 5 ) この語からスキタイ語ではインド・イラン祖語での二重母音が保存されていたことがわかる｡ 直前の������

��	
�も同様である｡ 梵語では融合して単なる長母音になっていた｡

( 6 ) イラン祖語の母音間の�dはスキタイ語ではまず摩擦音化して紀元前 7世紀�
まで

には��となったあと, 紀元

前 5世紀�
まで

には lとなっていたらしい｡ lの段階はヘロドトス 『歴史』 (紀元前 5世紀中葉) より窺い知ること

が出来るが, アッシリアの紀元前 7世紀の楔
くさび

形
がた

文
も

字
じ

粘土板ではスキタイのことが I�skuz�ai, A�sguz�aiと zで記

されていたので, ��の近似音の zで写されていた模様である｡ �>����に対する�>��?�(107頁), �>
���
�

(108頁) を参照のこと (������������2006 � !"#$%&'()&'%*+$,'-)｡



st�amen, -inis n. ｢縦糸, (糸巻き棒の) 織り糸, 雄
お

蘂
しべ

｣

(Georgiev 1981：329)

������Hdt.4.78 [5×], 79 [3×], 80 [5×]

←ス キ タ イ 語 �sku�a-

＜印 欧 祖 語 �skud-�o-s ｢撃ち手｣→�����	


����(現�����/Dnjestr川 (Georgiev 1981：329) 原義 ｢強き (川)｣) Hdt. 4.13, 47

←ス キ タ イ 語 �t�ura-

(梵 語 tur�as ｢強い｣)

＜印 欧 祖 語 �tuHx-r�o-s

～ �tu-r-�on-es

＞ガ リ ア 語 Turon�es(7) (T�ur�ones Luc. Phars.1.437)

(＞仏 Tours) (Georgiev 1981：329)

�����������(原義 ｢最高の馬を持つ人々｣) Hdt. 4.11

�前分〉 �����-

←ス キ タ イ 語 �arima- ｢最高の｣

＜印 欧 祖 語 �ar-imo- (＜�H2er-imo-)《最上級》

＞ルシタニア語 arimom (Arroyo del Puerco)

�後分〉 -�����

←ス キ タ イ 語 �aspa- ｢馬｣

(＞オ セ ッ ト 語 j�fs/�fs�)

(George Hinge 2005 Herodot zur skythischen Sprache)

＜イ ラ ン 祖 語 �aspa-

(＞古代ペルシャ語 Aspa-�can�a
h(8) (Darius Naq�s-i-Rustam d) (Kent 1953：173)

→ギ リ シ ャ 語 �����������Hdt. 3. 70 [2×], 78)

＜インド・イラン祖語 ��a�swah m. (印欧祖語�e＞インド・イラン祖語�a)

(＞梵 語 �a�svas m. ｢馬｣)

＜印 欧 祖 語 ��ekwo-s m.

＞ラ テ ン 語 equos＞equus m. ｢馬｣

ガ リ ア 語 Epo-r�edo-r�x (原義 ｢馬乗り王｣) Caes. B.G. 7. 38

リ ュ キ ア 語 esbe (印欧祖語�o＞リュキア語 e)

ゴ ー ト 語 a�	a-tundjai(9)/�xwat
ndja�/(sg. dat.) f. ｢茨
いばら

の木｣ (原義 ｢馬の

歯｣) (印欧祖語�o＞ゲルマン祖語�a＞ゴート語 a)
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( 7 ) 地名の Tur�oniaがフランスの地域名 Touraine/tu��n/になった｡

( 8 ) 後分の -can�a
h は梵語の c�anas- ｢愛, 欲望｣ に対応し, 全体としては ｢馬を愛する者｣ の意である (Kent

1953：173)｡ 複合語内では Aspa- ｢馬｣ が目的語であり, OV型をとっている｡



������(原義 ｢(矢を) 射る者達｣) Hdt. 4.1 [6×] etc.

←ス キ タ イ 語 �sku�a- m.

＜印 欧 祖 語 �skud-�-s m. (零階梯)

～ �sk�eud-ono-m n. (e階梯)

＞ゲルマン祖語 �sk�eutanam n.

＞古 英 語 s�c�eotan

(＞英 語 shoot) ｢撃つ, 射る｣

ド イ ツ 語 schie�en

���	�
�� Hdt. 4.6

←ス キ タ イ 語 �sku�a-ta《複数》

���	�
��(10) (原義 ｢前に置かれた｣) Hdt. 4.6

←ス キ タ イ 語 �para-��ata-

＜印 欧 祖 語 �dheH1-t�o-s(11) (e階梯)

～ �dh
�H1-t�o-s (零階梯)

＞ギ リ シ ャ 語 ��
��｢置かれた｣

(������������2006 ���� !"#$%&#$"'(!)$*)

+,�-.�/0�(原義 ｢水を支配する｣) Hdt. 4.5, 6

←ス キ タ イ 語 ��arfa- ｢水｣ (イラン祖語 Cr＞スキタイ語 rC/V_V)

＜イ ラ ン 祖 語 ��afra-(12)
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( 9 ) ゲルマン祖語では印欧祖語時代の無声閉鎖音�p, �t, �k, �kwは一旦それに対応する摩擦音�f, �1/�23�43�4w

になったあと, 直前母音にアクセントがあるか語頭ではそのままとどまった (英 Grimm’s law)｡ これはその例

であり, 印欧祖語時代の語頭の�eにアクセントがあったことがわかり, 梵語とも一致し, 強力な証明力となっ

ている｡ 直前母音無アクセントのときは有声化して, �53��3�63�6
w (＞�w) となった (英 Verner’s law)｡

(10) 2頁の��	���の註 5を参照｡ ここでもイラン祖語時代の母音間の�dは摩擦音化して��を経て, / l/になっ

ている｡ 直前の���	.
��も参照のこと (������������2006 ���� !"#$%&#$"'(!)$*)｡

(11) これの�-n�o-sによる異形がゲルマン語の過去分詞になった｡

印 欧 祖 語 �dheH1-n�o-s

＞後期印欧祖語 �dh
�en�os (�eH1＞��e 代償延長 (英 compensatory lengthening))

＞ゲルマン祖語 �d��n�as (印欧祖語��e＞ゲルマン祖語���, 印欧祖語�o＞ゲルマン祖語�a)

＞ �d��n�az

＞西ゲルマン祖語 �d�ana (ゲルマン祖語���＞西ゲルマン祖語��a)

＞英 語 done (西ゲルマン祖語��an＞アングロフリージア�on)

＞ド イ ツ 語 ge- tan (�d＞t 第二次子音推移 (独 zweite Lautverschiebung))

(12) 無声閉鎖音�p, �t, �k, �kwを T (羅 tenu�es) で表し, 無声摩擦音を F (羅 fr�c�at�vus) であらわす

▼インド・イラン祖語�TC＞イラン祖語�FC

梵 語 k�s�atram n. priy�as ｢親愛なる｣

古代ペルシャ語 x�sa78a-p�a-

サールマティア語 �Fliya-managos (原義 ｢親愛なる心を持つ｣)

ギリシャ語表記 9
��-:� ;	�<�=���(Olbia)

;	�><=6��(Olbia)

(George Hinge 2005 Herodot zur skythischen Sprache)



＜インド・イラン祖語 ��apra-

＜ ��apro-

＜印 欧 祖 語 �H2�ep-r-o- (零階梯)

～ �H2�ep-er-jo-s (e階梯)

＞ギ リ シ ャ 語 ��������｢エーペイロス (ギリシャ西北の地域で, 原義は ｢陸地｣)｣

n-形 sg. N. �H2�eb-�o ＞ヒッタイト語 h�apa-�s ｢川｣

Acc.�H2�eb-on-�m ＞ブリタンニア語 Abona

(＞ウェールズ語 afon/�avon/(→英語 Avon) ｢川｣)

G. �H2(e)b-n-�es ＞パ ラ ー 語(13) h�apna�s

�後分〉 -�	
�

←ス キ タ イ 語 �x�saya- ｢支配する｣

cf.ギ リ シ ャ 語 ����	�｢所有する｣

������	
�(原義 ｢山を支配する｣) Hdt. 4.5, 6

←ス キ タ イ 語 �ripa- ｢山｣

������������ Hdt. 4.76, 78 [4×]

←ス キ タ イ 語 �arya-

＜インド・イラン祖語 �ary�a- (印欧祖語�o＞インド・イラン祖語�a)

(＞梵 語 �ariya-

ary�as ｢高貴な｣)

＜印 欧 祖 語 �ar-j�o-s (＜�H2er-j�o-s)

＞ゲルマン祖語 Ario-vistus Caes. B.G. 1.31

������	
�(原義 ｢太陽を支配する｣) Hdt. 4.5, 7

←ス キ タ イ 語 �xwarya- ｢太陽, 日｣

＜印 欧 祖 語 �s(e)H2-wel-jo-s (e階梯)

(＞ギ リ シ ャ 語

(ラコニア方言) 	��������(�＝/v/)

(イオニア方言) ��(�)�����

(アッティカ方言) ������｢太陽｣)

～ �sH2-wo�l (�o階梯)
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(13) 1906 年 (明治 39 年), ドイツ帝国の Hugo Winckler 率いるドイツ考古学隊がオスマントルコ帝国の

Bo�gazk	oy (現トルコ共和国 Bo�gazkale) にあった, ヒッタイト帝国の公文書庫を発掘した際出て来た楔形文

字粘土板に記録されていた言語のひとつで, その圧倒的多数に記録されていた帝国の公用語ヒッタイト語と同

時代の古代語｡ ヒッタイト語とは同じ印欧語族アナトリア語派に所属し, 文献年代は紀元前 16世紀から紀元

前 15世紀｡ 80枚ほどのよくわからない粘土板碑文に記録されているだけであり, アナトリア語派では最も不

明の言語｡



ラテン語 s�ol ｢太陽｣

��������	
�� Hdt. 4.80 [6×]

←ス キ タ イ 語 �uxtama-?《最上級》

(梵 語 -tamas

ラ テ ン 語 intimus, extimus, citimus, ultimus

ガ リ ア 語 Vertama-cori�Plin. N. H. 3.124

ウェールズ語 gwarthaf m. ｢頂上｣, eithaf ｢極端な｣)

������������ Hdt. 4.76, 78

�������(原義 ｢おんなおとこ｣) Hdt. 4.67

←ス キ タ イ 語 ��anara-

＜印 欧 祖 語 ��n-H2nor(-o)-(14)

(cf.ギ リ シ ャ 語 ������� acc. sg. ��������)

←印 欧 祖 語 �H2n�er, acc. sg. �H2n�er-�m, gen. �H2�nr-�es m. ｢男, 夫｣

＞ギ リ シ ャ 語 ������ acc. sg. ������� gen. ������m. ｢男, 夫｣

3, 5頁にも述べた通り, 印欧祖語の�oはインド・イラン祖語で�aとなり, イラン祖語でも�a, そし

てこの音はスキタイ語でも /a/のまま引き継がれた｡ 上の�������も参照のこと｡ したがって, ラテ

ン語で -us＜-os, ガリア語で -os, ケルトイベリア語でも -os, ギリシャ語で -��小アジア中央部の古代

語プリュギア語で -os, ルーン文字碑文原ノルド語で -az, 現在のブルガリアで話されていたトラーキア

語で -as, リトアニア語で -as, ヒッタイト語でも -asと殆
ほとん

ど同じ形で現われる, 男性名詞を代表する印

欧祖語の�-o-sはインド・イラン祖語でもイラン祖語でも�-asになっていた筈
はず

であり, スキタイ語では

�-asであった｡ そしてこれは複合語前分の幹
かん

母
ぼ

音
いん

(英 thematic vowel) としては -a-で現われた筈
はず

であ

り, 事実これは 109頁の� �!�������以下ではギリシャ文字表記で -�-で現われている(15)｡ ギリシャ語文

献での��"��#, ラテン語文献での Scythaeを初めとしてイラン系の民族が男性名詞なのに, どうして女

性名詞の代表格である第一曲用の�a-語幹 (英�a-stem) で現われるのかは, 本来は男性名詞を代表した,

印欧祖語の�-o-sがスキタイ語や古代ペルシャ語では -a(s) になっていた故
ゆえ

, 音
ね

色
いろ

の上で近い第一曲用

の -a, -aeで音写されたからである｡ ヘロドトスの音写の正確さを物語るものであり, ここにギリシャ・

ローマ時代の歴史書, 地理書に記録されている異民族語の固有名詞が比較言語学的にも大いに価値を持

つことがわかるのである｡
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(14) 印欧語では複合語後分では母音が oをとることがあった｡ ギリシャ語の$����nom. pl. $����｢心, 横隔膜｣

に対する���$�%��nom. pl. ��-$����｢気の触れた｣ やラテン語の terra ｢大地｣ に対する ex-torris, -is, -e ｢追

放された｣ 等を参照のこと｡ この場合, oをとる複合語後分はアクセントを持たなかった (吉田育馬 1993：

73�75)｡

(15) 印欧祖語では当然 �-o-であり, 古代ギリシャ語では �&��'������� �!	�����()���*�������
���ガリア語で

は Ver-cinget-o-r�x, Bodu-o-gn�atus, Camul-o-genus, ロシア語では+,-./.+,�-/vod-o-v�od ｢水道管｣, ラテン

語でも唇
しん

音
おん

の前では Ah�en-o-barbus, Sacr-o-virとそのままの形で現われている｡



�. eH2-語幹 (英 eH2-stem)

��������	
	(原義 ｢火でもって最も良い女神｣) Hdt. 4.59

�前分〉 ������｢火｣

←ス キ タ イ 語 ��ar�a- (イラン祖語 Cr＞スキタイ語 rC)

＜イ ラ ン 祖 語 ��a��a- (アヴェスタ語�atar�s ｢火｣＜印欧祖語��ater-s)

＜インド・イラン祖語 ��atra-

＜印 欧 祖 語 ��atr-o-s ｢火, 煤
すす

｣

＞ラ テ ン 語 �ater, �atra, �atrum ｢黒い｣

�後分〉 -��	
	f. ｢最も良い (女神)｣

←ス キ タ イ 語 ������f.

＜イ ラ ン 祖 語 �wahi�s��a f.

(������������2006 ������� !"# !�$%�&!')

＜インド・イラン祖語 �w�asi�sth
�a f.

(＞梵 語 v�asi�s�th�a f.)

＜印 欧 祖 語 �w�es-is-t-H2-eH2 f.

�w�es-is-t-H2-o-s m.《最上級》

ヘロドトス 『歴史』 第 4巻 6節に(F)()��*+,	-(原義 ｢良き人々｣) というスキタイの支族が出て来た

が, その前分の(.)�)��(←�wahu-) がこの原級である｡

印欧祖語の段階で形容詞の級に関しては次のような決まり事があった｡

原 級 �-u-s, �-r�o-s, �-n�o-s

比較級 ��-j�os m./f.

��-jos n.

最上級 �-is-t-H2o-s(16)

�-is-�m-H2o-s(17)

これは発見者の名をとり, Caland’s systemと呼ばれた (Szemer�enyi 1990：204�205, Beekes 1994：

199)｡ このシステムがスキタイ語にも保存されていたことがわかるのである｡
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(16) インド・イラン語派 (梵語 -i�s�thas, アヴェスタ語 -i�sta-), ギリシャ語 (--
,/0), ゲルマン語派 (ゴート語

-ista, 英語 -est, ドイツ語 -(e)st) の最上級の原形である｡ この接尾辞はアンミアーヌス・マルケッリーヌス

『事績』 第 28巻 5章 14節 (Ammianus Marcellinus Res gestae 28. 5. 14) にもゲルマン語派のブルグンド語

の形で Sinistus ｢最高神官｣ (原義 ｢最長老｣) と記される語に現れる｡

(17) イタリック語派 (ラテン語 -issimus, m�aximus ｢最も大きい｣ ＜�m�a1samos＜�mag-(i)samos), ケルト語

派 (ガリア語 Belisama原義 ｢最も輝ける女神｣, ケルトイベリア語 leT(a)i�sama (＞スペイン Ledesma) 原

義 ｢最も幅広い｣) の最上級の原形である (Yoshida 2010：16�17)｡



▼Caland’s system

▼スキタイ語に保存される Caland’s system

�. iH2-語幹 (英 iH2-stem)

����(スキタイの大地の女神) Hdt. 4.59

←ス キ タ イ 語 �Ap��

＜印 欧 祖 語 �H2ep-�H2
(19)
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《原級》 《比較級》 《最上級》

ギ リ シ ャ 語 ����� ����	
�
(18) (pl. nom.) �����	�

梵 語 sv�ad�us sv�ad�yas- sv�adi�s�thas

英 語 sweet sweeter sweetest

印 欧 祖 語 �sweH2d-�u-s �sw�eH2d-ij�os �sw�eH2d-is-t-H2-o-s

�sw�eH2d-ijos-es (pl. nom.)

｢甘い｣ ｢より甘い｣ ｢最も甘い｣

�原級

�

《最上級》

ス キ タ イ 語 �
�-����� �����- �����

�wahu- ����s�a f.

アヴェスタ語 vahu- vahi�sta- (Beekes 1988：136)

梵 語 v�asus v�asi�s�thas

インド・イラン祖語 �w�asu�s �w�asi�sthas

印 欧 祖 語 �w�es-u-s �w�es-is-t-H2-o-s

イリュリア語 Ves-clevesis (原義 ｢良き誉れを持つ｣)

(18) ����	��/ h��d��o�s /＜ギリシャ祖語 �hw�ad�johes＜ 印欧祖語 �sw�adijoses＜ �sw�eH2d-ijos-es (m./f. pl.

nom.)

(19) これは本来零
ゼロ

階
かい

梯
てい

の語根か接尾辞についた｡ この例のように発音上無理な場合は話が別だが, 次の������←

スキタイ語 �Tabat�	のように音節形成の子音 (ここでは �
n) が可能な場合は, 現在分詞 �-ent-～�-ont-は

�e～�oを落として�tep-n
t-�H2という形になった (Beekes 1988：191)｡

▼零階梯の語根／接尾辞に付く�-�H2

ヴェーダ語 v
rtra- ghn�(Rigveda 6. 61. 7) ｢敵を殺す｣ sat	�

sapatna- ghn�(Rigveda 10. 159. 5) ｢同僚を殺す｣ アヴェスタ語 hat�m f. acc. sg.

＜印 欧 祖 語 �gwhn-�H2 (零階梯) �s-n
t-�H2 f.

～(動詞形) �gwh
�en-t-i (e階梯) (男性形) �s-�ent-
m m. acc. sg.

ヴェーダ語 h�anti ｢殺す｣ s�antam

ヒッタイト語 kuenzi/gw
�entsi/ ラ テ ン 語 -sentem

この接尾辞は上表より明らかに�eが落ちた形, すなわち零階梯形 (ゼロかいていけい) につき, アクセン

トを持ったのだとわかる (George Hinge 2006 Herodot zur skythischen Sprache)｡



← �H2�op-es (pl. nom.) gen. �H2ep-�om(20)

＞梵 語 �apas (pl. nom.) gen. ap�am ｢水｣

原義は ｢水に囲まれた土地｣ くらいの意味で, そこからスキタイ神話では大地の女神となった｡ 末尾

の -�は女性接尾辞で, ヴェーダ語の d�ev��“goddess” の末尾と同じもの｡ ヴェーダ語の形より鑑
かんが

みるに,

スキタイ語の-�はインド・イラン祖語, ひいては印欧祖語のアクセント位置を保存していると考えられ

る｡ 下の例もそうである｡

������(スキタイの竃
かまど

の女神 原義 ｢燃え盛る女神｣) Hdt. 4.59

←ス キ タ イ 語 �Tabat��

＜インド・イラン祖語 �Tapat��

(＞梵 語 Tapat�)

＜印 欧 祖 語 �tep-�nt-�H2《現在分詞女性形》

同根 ロ シ ア 語 ��	
��/t�plyj ｢熱い｣

ラ テ ン 語 tep�ere ｢あたたかい, ぬるい｣

tep�escere ｢暖まる｣

(＜印 欧 祖 語 �tep-�eH1-sk-e/o-《起動相

�

)

�. i-語幹 (英 i-stem)

������(現？ 原義 ｢湿った所｣) Hdt. 4.58 [2×]

＜印 欧 祖 語 �(s)n�ep-or-

同根 古代ペルシャ語 �����(21) ｢Persis地方の山中の泉｣

アヴェスタ語 napta- ｢湿った｣

梵 語 snapayati ｢湿らせる｣

(＜印 欧 祖 語 �snop-�ej-e-t-i《使役

�

)

(Georgiev 1981：330)

���������(現��
�����/Molo�cnaja川) Hdt. 4.47, 55, 56

�������(現����� !"/Ju�znyj Bug川 原義 ｢川｣) Hdt. 4.17, 18 [2×], 47, 52 [5×], 53 [2×],

81 [2×]

→ス キ タ イ 語 �upan-i�s (印欧祖語�e＞インド・イラン祖語�a＞スキタイ語 a)

＜印 欧 祖 語 �up-en- ｢川
かわ

辺
べ

｣
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(20) ラリンガル (羅 laryng�al�es) の�H2はヒッタイト語の h	ap�a-�s ｢川｣, パラー語 (109頁註 13参照) の h	apna�s

｢川｣ に保存されている｡ カリア語の#$%&'()*(Adiego 2007：334) の冒頭もそうだと思われる｡

(21) 稀語や方言形を集めた, 所謂 (いわゆる) ヘーシュキオスの辞書に出て来る単語である｡ 印欧祖語の

�(s)n�ep-osに遡るか？



cf.リトアニア語 �up�e f. ｢川｣ (Georgiev 1981：329)

������/H�yrgis (現���	
/Donets 原義 ｢湿地, 湿った所｣) Hdt. 4.57

������/ S�yrgis Hdt. 4.123

→ス キ タ イ 語 �hurgis

＜ �surgis (イラン祖語�Cr＞スキタイ語�rC /V_V)

＜インド・イラン祖語 �sugris

＜印 欧 祖 語 �(s)ugw-ri-s

～ �(s)ugw-r�o-s

＞ギ リ シ ャ 語 �����｢湿った｣

イラン語における�s＞h(23) がスキタイ語で起こりつつあったことがわかる｡ また, �Cr＞�rC /V_V

は�����������(111頁) でも起こっている｡

�. u-語幹 (英 u-stem)

���������(原義 ｢良き人々｣) Hdt. 4.6

←ス キ タ イ 語 �wahu-

＜イ ラ ン 祖 語 �wahu-�s

(＞古代ペルシャ語 D�araya-vahu�s ｢善を保つ｣→ギリシャ語���������)
(24)

＜インド・イラン祖語 �w�asu-�s

(＞梵 語 v�asu- ｢良い｣)
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�
�en＞ギリシャ語�� !リューディア語�e-, ラテン語 in (＜上代ラ

テン語 en)(22), 英語 in �

(22) 通称 DVENOS碑文と称される, ローマで見つかった紀元前 400年頃の碑文では en manom einomという

くだりで現れる｡ ラテン語の bonus ｢良い｣ の古形が DVENOS /dw"n�s/として現れるので, この通称があ

る｡

(23) この変化は印欧語の中ではイラン語派, アルメニア語, ギリシャ語, ケルト語派ブリティッシュ語群, リュ

キア語 (アナトリア語派) でも起こっている｡ 世界的にもポピュラーな音韻変化である｡

▼s＞h

アヴェスタ語 hana- 大阪方言 yara-hen oba-han yari-haru

アルメニア語 hin, gen. hnoy 文 語 yari-ya senu oba-sama yari nasaru

ギリシャ語 �� #�/h�enos 東京方言 oba-san

ウェールズ語 hen ※大阪方言を含む近畿方言 (通称関西弁) では母音間で起こった｡

ガ リ ア 語 Seno-gn�atus

リトアニア語 s�enas

梵 語 s�anas

印 欧 祖 語 �s�en-o-s

｢古い｣

(24) 歴史上名高いダレイオス大王で, 紀元前 490年～489年ギリシャと戦った (第一次ペルシャ戦争)｡



＜印 欧 祖 語 �w�es-u-s ～ �w�os-u n.

＞パ ラ ー 語 w�a�su/w�a�su/ n.(25) ｢良い｣

リューディア語 wi�swi- ｢良い｣

イリュリア語 Ves-clevesis (原義 ｢良き誉れを持つ｣)

(＝梵 語 vasu-�srav�as-)

��������	
�(現����/Dnjepr川 原義 ｢広い場所｣) Hdt. 4.5, 18 [3×], 24, 45, 47, 53 [3×], 54

[2×], 56 [2×], 81, 101

�前分〉 �����

←ス キ タ イ 語 �waru-

＜印 欧 祖 語 �H1wor-u-s (o階梯)

～ �H1ur-�u-s (零階梯)

＞梵 語 ur�us ｢広い｣

ギ リ シ ャ 語 ������(26) ｢広い｣

(Georgiev 1981：329)

������(現 Prut川) Hdt. 4.58

������� Hdt. 4.58

←ス キ タ イ 語 �purt�u�s

(＞オ セ ッ ト 語(27) f�urd)

＜インド・イラン祖語 �p�rt�u�s

(＞アヴェスタ語 p�r�tu�s)

＜印 欧 祖 語 �p�r-t�u-s
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(25) パラー語ではアクセントのある��eは eのまま残るので,�aの祖形は��oとしか考えられない｡ 尚, この長母

音表記はラテン語で scr�pti�o pl�ena ｢満ちた表記｣ と呼ばれ, ギリシャ語やヴェーダ語やリトアニア語のアク

セント位置と対応するので, 印欧祖語のアクセントを引き継いでいると考えられている｡

パ ラ ー 語 w�erti /w�e�rti/ (pres. 3sg.) ｢呼ぶ｣

＜印 欧 祖 語 �w�er-t-i

同根 ラテン語 verbum n. ｢言葉, 語｣

(26) ギリシャ語では�Hx＋i/uの組み合わせでは�Hxが反映し, 二重母音となった (英 Rix’s law) (Rix 1976：

69)｡

印 欧 祖 語 �H2us-�os f. ～�H2�eus-�os f.

梵 語 u�s�as f. ｢曙｣

ギリシャ語 �����(レスボス方言)

��	(�)��(ドーリス方言)

��(�)��(イオニア方言)

����(アッティカ方言) f.

ラ テ ン 語 aur�or-a f. ｢曙 (光)｣

(27) ロシア連邦北オセチア共和国並びにグルジア共和国南オセチア自治州に跨 (また) がった地域で話されるイ

ラン系の言語｡ スキタイ語の子孫だと考えられている｡



＞ラ テ ン 語 portus, -�us m. ｢港｣

ゲルマン祖語 �fur��us(28)

(＞英 語 ford

ド イ ツ 語 Furt m. ｢浅瀬, 徒渉箇所｣)

(Georgiev 1981：330, 335)

����(�)��(現�	
/Don 原義 ｢川｣) Hdt. 4.20, 21, 45, 47, 57 [2×]

←ス キ タ イ 語 �D�anaw-

sg. nom. �D�anu�s
(29)

(＞オ セ ッ ト 語 don ｢川｣)

＜インド・イラン祖語 �d�anu(-�s)

(＞梵 語 d�anu n. ｢露, 雫
しずく

｣)

＜印 欧 祖 語 �d�eH2-n-u-s

＞ガ リ ア 語 D�anuvius (＞独 Donau)

(Georgiev 1981：329)

�. 黙音幹 (英mute stem)

�����������(原義は古代ギリシャ語イオニア方言で ������������｢聖なる道々｣) Hdt. 4.52
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(28) 印欧祖語時代の無声閉鎖音�tの直前音節にアクセントがないので, 一旦摩擦音化して��となったあと, 有

声化して��となった (ヴェルネルの法則 (英 Verner’s law))｡

印 欧 祖 語 �p�rt�us

＞初期ゲルマン祖語 �fur��us

＞ゲルマン祖語 �fur��us (英 Verner’s law)

＞先 ド イ ツ 語 �furdu

＞ド イ ツ 語 Furt (第二次子音推移 (独 zweite Lautverschiebung)))｡

上表のようにドイツ語では硬化して�dとなったあと (�fur��us＞�furdu), 有声閉鎖音が無声閉鎖音になる

というグリムの法則 (英 Grimm’s law) と全く同じことが起こって (第二次子音推移 (独 zweite

Lautverschiebung)), �d＞tとなり, Furtが成立した (吉田育馬 2011：177	179, ヨアヒム・シルト著 橘好
よし

碩
み

訳 1999：43	48)｡ 尚
なお

, このヴェルネルの法則により, 印欧祖語時代にはアクセントは無声閉鎖音�tの前に

なかった, つまり, この場合に限っては接尾辞部の�uにあったことがわかり, ヘロドトスの記録にあるスキ

タイ語のこの単語とアクセント位置が一致し, スキタイ語はアクセントを保存していたことがわかる｡

(29) スキタイ語では以下のように曲用したと考えられる｡

単数主格�D�anu�s

呼格�D�anau

対格�D�anum

属格�D�anau�s

与格�D�anawai

地格�D�an�a(u)

具格�D�an�u

つまり, ギリシア語に借入されるにあたって与格語幹か属格・呼格語幹が採用された訳であり, アッティカ

地方のギリシャ語だけではなく, 小アジアのイオニア地方のギリシャ語でも本来の F, F/w/は消えたので,

�D�anaw-is＞�D�ana
s→������となったと考えられる｡



�前分〉 ������｢聖なる｣

�後分〉 -����	
｢道々｣

←ス キ タ イ 語 �p�ayah(30) (pl. nom.)

＜ �p�a�-ah(31)

←イ ラ ン 祖 語 �pant�ah (sg. nom.) gen. �pa�ah

(＞アヴェスタ語 pant�a� gen. pa��o)

＜インド・イラン祖語 �p�ant�as (sg. nom.) gen. �path
�as

(＞梵 語 p�anth�as gen. path�as)(32)

＜印 欧 祖 語 �p�ent-oH2-s (sg. nom.) gen. �pn�t-H2-�es

(e階梯) (零階梯)

～ �p�ont-s (sg. nom.) gen. �pn�t-�es《語根名詞》

(o階梯) (零階梯)

＞ラ テ ン 語 p�ons, pontis m. ｢橋｣

ギ リ シ ャ 語 ���	
m. ｢海｣ ���	
m. ｢道｣

ロ シ ア 語 ����/put�m. ｢道｣

(＜ス ラ ブ 祖 語 �p�ot�m.)

古プロシア語 pintis(33)

(������������2006 ��� !"#$%&'$%#()"*%+)

,��-�.�	
(現 Siret川 原義 ｢急流｣) Hdt. 4.58 [2×]

←ス キ タ イ 語 ��c�arant- ｢動いている, 激しい｣

＜印 欧 祖 語 �kw
�el-ont-(34) (�-ont-《現在分詞

�

＞ギリシャ語 -/.��	
(sg. gen.))

＞ラ テ ン 語 colent-is (sg. gen.) (sg. nom. col�ens←col�o, -ere) ｢耕している｣

(Georgiev 1981：330)
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(30) イラン祖語�θ＞スキタイ語�y/V_V (������������2006 ��� !"#$%&'$%#()"*%+(ネット論文))

(31) ス キ タ イ 語 �-ah

＜印 欧 祖 語 �-es (pl. nom.)

＞ギ リ シ ャ 語 -0


古期リトアニア語 -es

古教会スラブ語 -e (ロシア語12�3�4+/�cet�yre “quattuor”)

(32) 梵語の無声有気閉鎖音/th/に曾
かつ

てのラリンガル�H2の痕跡が残る｡ �H2はいずれも軟
なん

口
こう

蓋
がい

系の摩擦音/5/ま

たは/x/であったろうと考えられている｡ これが無気音�tを有気音/th/にした｡

(33) 印欧祖語��n＞バルト祖語�in＞古プロシア語 in, リトアニア語�i

(34) 語根が e-階梯のとき, アクセントが現在分詞語尾ではなく, 語根部に落ちるのはギリシャ語の現在分詞678��

	.��	
(sg. gen.) ｢残している｣ を参照のこと｡ これが幹母音型アオリストだと語根部が零階梯になるので

(語根部の母音 eが落ちること), アオリスト分詞は6���.��	
(梵語 ric�ant-) ｢残した｣ となり, 接尾辞部にア

クセントが落ちる｡ 印欧祖語ならびにスキタイ語の推定形のアクセントはこれに基づいており, ヘロドトスの

記録によると, スキタイ語は印欧祖語時代のアクセント位置を保存していたこととなる｡ 112	3頁�9�:;112

頁註 19, 113頁,�<��:;115	6頁=>-0�?
;116頁註 28, 116頁,@.�(A)B
も参照のこと｡



最初のものは語根名詞で, 印欧語全体に広く対応があるが, スキタイ語では斜格幹 (英 oblique stem)

で統一された｡ これは印欧語で祖語段階から極
ごく

当たり前に行われたことであった｡ 印欧祖語では本来,

主格／対格 e/o階梯：斜格零階梯の母音交替を行なった｡

▼印欧祖語の語根名詞の母音交替

α) 伝存諸言語で一部保存されているもの

※リトアニア語は語根名詞の姿を残すが, 斜格の零階梯で統一

β) 伝存諸言語ではいずれかの語幹で統一されたもの

印欧祖語

単数対格 �w�oik-�m (o階梯) ＞ギリシャ語 (�)��������｢家へ｣

属 格 �wik-�es (零階梯) ＞梵 語 vi�s�as (nom. sg. v��t)

Ⅲ. スキタイ語における音韻変化とスキタイ語の帰属

印欧祖語からインド・イラン祖語そしてイラン祖語を経てスキタイ語に至る過程には次のような音韻

変化が起こった｡

▼印欧祖語からスキタイ語への音韻変化

�dh＞�d＞��＞l 	�
���(106頁)

�d＞��＞l 	�
���(108頁), 	�
���(107頁), 	�����(108頁), ����������(108頁)

�gw＞g ���������(106頁), 	
����/S�yrgis～������/H�yrgis (114頁)

�p＞p ����(112�3頁), �������(113頁), ���� ��(113�4頁), !�����～!������

(115�6頁), �"#�$������(116�7頁)

�t＞ t %
���(107 頁), �����&�'��(108 頁), %�(�'�(113 頁), ����'�～����'��

(115�6頁)

�k＞s ����$��)*�(107頁)

�kW＞�c(��)+,-～. %���� ��(117頁)

�/＞y/V_V �"#�$�*����(116�7頁)

�s＞s＞h 0
�1��/S�yrgis～���1��/H�yrgis (114頁)

�sw＞xw 2&��#�3�(109�110頁)
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印欧祖語 梵 語 リトアニア語 他の印欧語

複数主格 �dhw�or-es (o階梯)＞ dv�aras d�ures (方言) ラ テ ン 語 for�es

属 格 �dhur-�om (零階梯)＞ dur�am d�ur	u ギリシャ語 /45��
(35)

“door” “door” “door” “door”

(35) 英語の doorは古英語では duruで斜格幹の零階梯から｡



�Cr＞rC ��������	
(108�9頁), ����������(111頁), �����
/S�yrgis～�����
/H�yrgis (114頁)

��r＞ur? ������
(115�6頁)

��n＞a ����������
(116�7頁)

�e＞a ����������(107頁), ����������(111頁), ���� ���(112!114�5頁), "�#���

(113頁), $%����
(113頁),����&�
(113�4頁), " &�(')	
(116頁), "�%��&��


(117頁)

�o＞a (����� )�
(106頁), �*�+�,(108頁), �����- ��,(108頁), ���������+.


(109 頁), /�-%���	
(109�110 頁), �0*����� ).
(110 頁), ��&%���
(110

頁), ���� ��,(112!114�5頁), $ ����
(113頁), "� ��&��
(117頁)

�a＞a 1���������(107頁), ��������	
(108�9頁), 2������	
(109頁), 1��������+.


(109頁), /�- ���	
(109�110頁), 1���(112�3頁)

��e(＜eH1)＞�a �����-%���(108頁)

��a(＜�H2�e, eH2)＞�a 1�������	
(108�9頁), 1���������(111頁), "%&�(')	
(116頁)

��(＜�iH2)＞� ���3(112�3頁), "�#��3(113頁)

�oi＞ai 45,�������
(106頁)

�ou＞au ��6-��
(106頁)

結論から先に言うと, スキタイ語はインド・イラン語派のイラン語派の東イラン語群である｡

▼印欧語間の音韻対応

まず, スキタイ語がインド・イラン語派であるということは次の対応からわかる｡

▼インド・イラン語派と他語派との具体的対応
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印 欧 祖 語 �e �o �a ��n ��m �kwi �kwe

インド・イラン語派 a a a a a �ci �ca

ギ リ シ ャ 語 � � � � � �� ��

ラ テ ン 語 e～i o～u a～e～i en em qui/kw
�/ que/kw

�/

英 語 e a a un um whi/hwi/ whe/hwe/

ヴェーダ語 d�a�sa p�atis �ajras -ca tat�as

アヴェスタ語 dasa paiti�s -�ca ※2言語がインド・イラン語派

ギリシャ語 )7*� �8��
 �����
 9: ����


ラ テ ン 語 decem potis ager -que tentus

英 語 ten acre through

印 欧 祖 語 �d�ek�m �p�ot-i-s �ag-r�o-s �-kwe �tn�-t�o-s

｢10｣ ｢主人｣ ｢畑｣ ｢も｣ ｢延びた｣



▼インド・イラン語派としてのスキタイ語

しかもこれがインド語派ではなくイラン語派である｡

▼インド語派とイラン語派の音韻対応上の違い

▼インド語派とイラン語派の具体的な音韻対応

下の対応よりスキタイ語は最終的には東イラン語群に所属することがわかる｡

▼イラン語派内の東西の音韻対応上の違い
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スキタイ語 ������ ��	
��� ����������� �����������

ヴェーダ語 Tapat� s�un�ara- path�as (gen.)

他の印欧語 tepidus (Lat.) �����	���(pl.) (Gk.) arimom (acc.) (Lusit.)(36) pintis (OPruss.)

印 欧 祖 語 �tep-�nt-�H2 �-H2nor-es (pl.) �ar-imo-m (acc.) �pn�t-H2-�es (gen.)

印 欧 祖 語 �k �kw �s �sw

イラン語派 s sp h xw (16頁)

インド語派 �s/�/ �sv s sv

ラ テ ン 語 c/k/ qu/kw/ s s/s/～su/sw/

アヴェスタ語 (イラン語派) sat�m aspa- hapta xva�har-

ヴェーダ語 (インド語派) �sat�am �a�svas sapt�a sv�as�ar-am (sg. acc.)

ギリシャ語 �������	 ������hept�a �����(pl.)

ラ テ ン 語 centum equos septem soror

英 語 hund-red seven(37) Schwester (独)

印 欧 祖 語 �k�mt�om ��ekwo-s �sept	m �sw�esor-�m

｢100｣ ｢馬｣ ｢7｣ ｢姉妹｣

印欧祖語 �sw �kw

東イラン xw sp

西イラン f s

(36) Lusitanian ルシタニア語 ローマ時代 L�us�t�aniaと呼ばれていた現在のポルトガルで話されていた古代語

で, ケルト語派に非常に近い言語である｡ 直接資料としては僅かに 6枚の碑文を残すのみであるが, 間接資料

としてはローマ時代に記録された, Lusitaniaの地名, 部族名に多々残る｡ 一部は現在のポルトガルの地名

(Coimbra, Set�ubal等) として残っている｡

(37) 印欧祖語時代の無声閉鎖音�pの直前母音にアクセントがないので, ゲルマン語では一旦摩擦音化して�fに

なったあと, 有声化して��になった (ヴェルネルの法則 (英 Verner’s law))｡



▼東イラン語としてのスキタイ語

ただ, スキタイ語独自の変化もあり, 印欧祖語時代ならびにインド・イラン祖語時代の�d, �dh, すな

わちイラン祖語での�dが�d＞�(7c. B.C. �
まで

)＞l (5c. B.C. �
まで

) (106頁脚注( 6 )) と変化したのはスキ

タイ語を含む幾つかの言語だけであり, その分布地域からスキタイ語が東南イラン語群であると�
まで

断定

できる (����������	�2006 
������������������)｡

▼スキタイ語の他の�d＞�(7c. B.C.迄
まで

)＞l (5c. B.C.迄
まで

) の例

�������� !"�#�� $%�&'(�)(Hsch.)

←Scyth. �skiluras �p�alakas �maluwiyam

← �malu

＜ �ski�uras �p�a�akas �ma�u

＜pIr. �skidur�as �p�adak�as �madu n.

(＞ Av. ma*u-c�a)

＜pIn.-Ir. �skidur�as �p�adak�as �m�adhu n.

← �p�ats acc. �p�adam

(＞Ved. chidur�as p�at acc. p�adam m. ｢足｣ m�adhu n.)

＜IE �skid-u-r�o-s �p�os acc. �p�od-�m m. �m�edh-u n. ｢蜂
はち

蜜
みつ

(酒)｣

＞Gk. +, (-./0) acc. +�.*#m. $12�n. ｢葡
ぶ

葡
どう

酒
しゅ

｣

OE f�ot m. meodu

(＞E. foot mead ｢蜂蜜酒｣)

OHG fuoz metu

(＞G. Fu�m. Met ｢蜂蜜酒｣)

Gaul. Medu-genus

Lith. med�us
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インド語派 sv �sv

ラテン語 s(u) qu

ス キ タ イ 語 (東) 3�4"5#6 �Xwarya-x�saya- 78�($ -#9:��

古代ペルシャ語 (西) -farn�a
h(38) ｢栄光｣ asam (acc.) Behistun大碑文第一欄

ラ テ ン 語 s�ol＜�sH2w�ol equom (acc.)

印 欧 祖 語 �sH2wel- ��ekwo-m

(38) Behistun大碑文第三欄 84, 86, 88行と第四欄 83行に Vinda-farn�a
h (→ギリシャ語 (;)7<)=#>?@ABCD) という

人名の後分として現れる｡ 前分は梵語の vind�ati ｢見いだす｣ と対応し (英語のwitやラテン語の vide�o, -�ere

｢見る｣ も同根), 全体としての原義は ｢栄光／輝きを見いだす者｣ である｡



cf. Goth. skaitan Russ. ��������｢熊｣

(��	�
�����2006 ��������������������) (＜�｢蜂蜜食い｣)

※-����cog. Lat. ed�o, Hitt.�edmi, E. eat

イ ド ガ 語 lad

＜インド・イラン祖語 �d�antas (pl. nom.)

(＞梵 語 d�antas)

＜印 欧 祖 語 �H1d-�ent-es ～ �H1d-�ont-es

＞ラ テ ン 語 dent�es “teeth”

ギ リ シ ャ 語 �� !"#$“teeth”

尚
なお

, �%＞y/V_Vと�Cr＞rC (C＝consonant子音) もスキタイ語独自の変化である｡

印欧祖語時代, インド・イラン祖語時代の二重母音が二重母音のまま保存されたのもイラン語派の特

徴だが, スキタイ語でもそのままで ai (表記上は�&), auという形で現われた｡ この特徴以外にもス

キタイ語の持つ古風な面としては印欧祖語時代, インド・イラン祖語時代のアクセント位置がかなりの

部分保存されたことが挙げられる｡ �-u-sに終わる形容詞の比較級, 最上級に纏
まつわ

る Caland’s systemも

保存された (111�2頁)｡

▼印欧祖語時代のアクセント位置の保存

Ⅳ. スキタイ語に残る印欧語本来の語順と形態論

スキタイ語が書かれたまともな直接資料がない以上, スキタイ語の語順はほかのところから推定せざ

るをえない｡

ところで, 世界の諸言語において複合語では本来の語順が保存され, 実際に文章を書く順番に要素が
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スキタイ語 '&()*!"�$ +(,*)&$(39) '(!*(-).$ /0)#" $ 12,3 '*4&"3

＜印 欧 祖 語 �kW
�el-ont- �(s)n�ep-or- �d�eH2-n-ew- �p�r-t�u-s �H2ep-�H2 �tep-�nt-�H2

cf.ヴェーダ語 da�nu n. it�us m. d�ev��f. sat��f.

ギリシャ語 567,8�!"8�$ #�95:;)n. (116頁) (115�6頁) (112�3頁) (113頁)

(117頁) 6�5;)n.

,95;)n.

"9<=;)n. (113頁)

(39) このように 1単語の中に�e, �o両方がある場合, 印欧祖語の古い時代には�eにアクセントがあった｡ ここ

で挙げている例以外にはギリシャ語の,�&=>!?acc. ,�&=9!*(リトアニア語 p�emen�i) m. ｢牧夫, 牧人｣, ,9:�!n.

(ヒッタイト語 p�edan/p�e�dan/n.) ｢大地｣, (-)6�)@�!n. (ドイツ語Werk n.) ｢仕事｣, 6��)#$f. pl.《稀語

�

(梵

語 sv�as�aras f. pl., ドイツ語 Schwester) ｢姉妹達｣ 等がある (吉田育馬 1993：73�75, 1998：54�56)｡



並ぶという事実がある (松本 2006：129�153, 169�176)｡

▼複合語に保存される文の語順

スキタイ語の複合語を調べてみると以下のようになる｡

▼複合語の中に見られるスキタイ語の語順

�) 動詞と目的語

�) 形容詞と名詞

�) 副詞と動詞
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ラテン語

agri- cola ｢農夫｣ Ah�eno- barbus m. (男性名) tri- folium n. ｢クローバー｣

agrum colere a�ena barba tria folia

O V A N Num N

｢畑を 耕す｣ ｢青銅の 髭
ひげ

｣ ｢三つ 葉｣

日本語

yama- nobori ｢山登り｣ aka- hige ｢赤髭｣ mitsu- ba ｢三つ葉｣ tara- ko ｢鱈
たら

子
こ

｣

O V A N Num N G N

｢山に 登る｣ ｢赤い 髭｣ ｢三つの 葉｣ ｢鱈の 子｣

漢 語

登 山

V O

(吉田育馬 2009：56�60)

����� ���	(109頁) 
����� ���	(108�9頁) ���� ���	(109�110頁)

O V O V O V

山を 統べる 水を 統べる 太陽を 統べる

����� �����	(106�7頁) �� ������ ��� �����	

A N A N A N

広い 場所 良き 牧場 (持つ) 強き 馬 (持つ)


����� �����(107 頁) 
����� �����	(116�7頁)

A N A N

最高の 馬 (持つ) 聖き 道道

����� �����(108頁)

Adv. V

前に 置かれた



上に見られるように, 少なくとも複合語の証拠においてはスキタイ語は日本語と同じ語順をしていた

と言え, 同じ印欧語族の古代語ラテン語 (イタリック語派) とも同じである｡ これは古くから言われて

いることではあるが, ヒッタイト語でも梵語でも同じ語順に並ぶので, 印欧祖語は比較的緩やかな OV,

AN型言語であり, スキタイ語にもそれが受け継がれていたと考えられる (Lehmann 1974：30�56, 吉

田育馬 2009：56�60)｡ これは書かれた資料の殆
ほとん

どない古代バルカンでも同様であり, 碑文が 1枚しか

ないダーキア語 (ルーマニアの先住民) でも AN, GN型である｡

▼ダーキア語の複合語の固有名詞に見られる印欧語本来の語順

(吉田育馬 2008：81)

また, ヘロドトス 『歴史』 第 4巻 17節に出て来る, ボリュステネース川��������	
(現ドニエプル

川����/Dnjepr) 下流域に住む, ｢農民スキタイ｣ の原語�������������の後半部分 ｢農民｣ にあた

る語であるが, 考古学的調査によると農耕をした形跡もなく, その名称自体が疑わしいので, スキタイ

語の全く別の意味の単語が似た形のギリシャ語の ｢農民｣ で写された可能性があると言う｡ ソ連のオセッ

ト系ロシア人学者アバーエフ����/Abaevはスキタイ語の�gau-warga- ｢家畜を繁殖させる｣ を写し

たものであると考えている (雪嶋 2008：164)｡ 前半の�gau-は梵語の ga�u�s, ラテン語の b�os, bovis c.

｢牛｣, ギリシャ語の����
f., 英語の cow, ドイツ語の Kuh (＜古高地ドイツ語 chuo) と同源で, 印欧

祖語の�gwo�u-s f. ｢牝
め

牛
うし

｣ に遡
さかのぼ

るので, �-warga-が ｢繁殖させる｣ で, ｢牝
め

牛
うし

を繁殖させる｣ という語

順で並んでいる｡ したがって, この語も OV型であり, スキタイ語は印欧祖語の OV型語順を引き継

いでいたと考えられる｡ ちなみに系統的にも近い, 同じイラン語派の古代ペルシャ語は Behistunの大

碑文等から判断する限り, 完
かん

璧
ぺき

な OV型である (山中 2008：69)｡
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Salmor- ude P�ata- vissa ����� �� ���
 !"#�� ��$�%�


(＞Pota- issa) &������ �� ���


A N A N A N A N

｢塩辛い 水 (塩湖)｣ ｢大きな 家｣ ｢黒い 川｣ ｢黒い 小川｣

Pulpu- d�eva '�%(�� ���� ���� �����%�(40)

(＞ブルガリア Plovdiv) (＞Pelen- dova)

) * ) * G N

｢ピリッポスの 町｣ ｢雌馬達の 町｣ ｢犬の 林
りん

檎
ご

｣

(40) ディオスコリデース 『薬物誌』 (西暦 1世紀) 第 4巻 184節に出て来る薬草のダーキア語名として出ている｡

����はギリシャ語����m. ｢犬｣ の属格����(
の語幹����+リトアニア語�su�o ｢犬｣ の属格�su�n-s (＜�sun-�es)

の語幹�sun-に対応し, 英語の hound やドイツ語の Hund m. ｢犬｣ にも対応する形で, ｢犬｣ を意味する

(Georgiev 1981：122)｡ 後分の -�����%�は南イタリアの古代地名 Abella (＞伊 Avella) や英語の appleやド

イツ語の Apfelに対応し, ｢林檎｣ を意味した｡ したがって, 全体としては ｢犬の林檎｣ であった｡ 学名を

Bryonia albaという薬草である｡



形態論に関しては活用, 曲用レベルで全くわからないのが至
し

極
ごく

残念であるが, 第Ⅱ章でも詳しく論じ

たように, 語根の母音交替 (英 vowel gradation, 独 Vokalwechselung, Ablaut) や, -a-, -i-, -u-といっ

た幹
かん

母
ぼ

音
いん

(英 thematic vowel) も含めた語幹の形は印欧祖語, インド・イラン祖語の姿をよく保存し

ている｡ 曲用の際の母音交替も保存されていたらしいことは 116頁註 29でも記したとおりであるが,

u-語幹の母音交替は他の印欧語ともよく一致する｡

▼スキタイ語に保存された u-語幹の母音交替

Ⅴ. 纏 め

前章�
まで

で検討してきたように, スキタイ語は印欧語としての形態論を少なくとも語幹レベルでは語根

部の母音交替やアクセント位置も含め, 印欧祖語の姿を色濃く残し, 複合語での並びより推定するに,

語順も OV, AN型であり, 印欧祖語のそれを引き継いでいると考えられる｡ この OV型語順は日本語

や恐らくそれが所属すると考えられるアルタイ語族 (満
まん

洲
しゅう

・ツングース語群, モンゴル語群, チュル

ク語群), シュメール語等も含め, ユーラシア大陸に広く分布している型であり, 印欧祖語もそのひと

つであった｡ そして, スキタイ語自身もヘロドトス 『歴史』 第 4巻に記録された固有名詞より推定する

に, 印欧語族インド・イラン語派イラン語派東イラン語支東南イラン語群という詳細レベル�
まで

, その所

属が推定出来る｡

このようにヘロドトス 『歴史』 というギリシャ人が書いた歴史書にたまたま記録されている固有名詞

からも, 現代の比較言語学では直接資料のない古代語の系統的所属や語順や語幹レベルの形態論�
まで

推定

出来るのである｡ 古典古代の記録は自らは文献記録を残さなかった諸民族の言語の宝庫であり, それは

現代比較言語学によって, 具体的な曲用・活用はわからないものの, 詳細レベル�
まで

明らかにすることが

出来るのである｡
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